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パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

区
ガ
ザ
か
ら
届
く

ニ
ュ
ー
ス
、
映
像
に

心
が
痛
む
。
イ
ス
ラ

エ
ル
の
報
復
攻
撃
に

よ
り
多
く
の
子
ど
も
が
犠
牲
と

な
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
の
死
者

ば
一
万
人
を
超
え
悲
惨
な
状
況

を
伝
え
る
。「
集
団
殺
害
を
許

す
な
‼
」「
今
す
ぐ
停
戦
せ
よ

‼
」
と
、
世
界
各
地
か
ら
抗
議

の
声
が
上
が
る
▼
11

月
３
日

は
、
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ

て
77

年
目
。
全
国
各
地
で
宣
伝

や
講
演
会
が
行
わ
れ
、
国
会
前

で
は
「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
‼
」
全

国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
主
催
の
憲

法
大
行
動
に
４
千
人
の
市
民
が

集
ま
り
「
戦
争
反
対
‼
」「
憲

法
を
生
か
し
て
暮
ら
し
を
守
ろ

う
‼
」と
大
き
な
声
が
響
い
た
。

が
、北
海
道
新
聞
は
報
道
せ
ず
、

読
売
、
毎
日
、
朝
日
の
各
社
も

報
道
し
て
い
な
い
。
何
か
大
き

な
力
が
働
い
て
い
る
の
か
。
報

道
の
役
割
は
、
大
事
な
事
を
市

民
に
正
し
く
平
等
に
知
ら
せ
る

事
で
は
な
い
の
か
▼
今
年
天
都

山
の
紅
葉
は
と
て
も
美
し
か
っ

た
。
緑
の
ト
ン
ネ
ル
、
暗
か
っ

た
森
も
黄
金
色
に
輝
き
明
る
く

綺
麗
。
時
折
、
又
三
郎
が
走
け

て
き
て
、
木
の
葉
は
高
く
青
い

空
に
舞
い
上
が
り
、
青
い
空
に

吸
い
込
ま
れ
る
様
に
飛
ん
で
行

く
▼
夏
の
暑
さ
の
せ
い
か
ナ
ナ

カ
マ
ド
の
実
は
不
作
、
物
価
高

で
生
活
が
大
変
な
の
に
、
冬
の

野
鳥
の
心
配
な
ど
し
て
い
る
。

　
　
　

 

ア
ス
リ
ー
ト
爺

　

ス
ト
ッ
プ
戦
争
法
網
走
の
会

は
11

月
18

日
に
、
街
頭
宣
伝
を

行
い
ま
し
た
。

　
　

「
ガ
ザ
地
区
は
網
走
の
７
割
ほ

ど
の
地
域
に
２
２
０
万
人
が
暮
ら

す
人
口
密
集
地
。
１
万
２
千
人
を

超
え
る
犠
牲
者
が
出
て
い
る
。
今

す
ぐ
攻
撃
を
止
め
よ
！
」
「
日

本
政
府
は
停
戦
の
た
め
に
行
動
せ

よ
」
と
参
加
者
は
市
民
に
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

　

宣
伝
後
に
、
も
っ
と
声
を
広
げ

よ
う
と

「岸
田
政
権
の
軍
拡
を
許

さ
な
い
」
ビ
ラ
を
中
央
公
園
団
地

に
配
付
し
ま
し
た
。

　

18

日
、
日
本
共
産
党
の
こ

と
を
若
い
人
達
に
知
っ
て
も

ら
う
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
潮
見
コ
ミ
セ
ン
で
開
き
ま
し
た
。

　

14

日
か
ら
３
日
間
、
バ
ス
を
待
つ
東
京
農
大
生
に
声
を
か
け

な
が
ら
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
大
粒

の
雪
が
降
る
中
で
し
た
が
、
農
大
生
は
私

た
ち
の
話
し
を
聞
い
て
く
れ
、
雪
を
払
い

な
が
ら
チ
ラ
シ
を
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
物
価
高
と
高
い
学
費
に
農
大
生
も
仕

送
り
を
す
る
親
も
大
変
な
よ
う
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

は
、
東
京
農
大
生
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、

　

岸
田
内
閣
に
支
持
率
が
下

が
る
一
方
で
す
。
朝
日
、
毎

日
、
読
売
が
20

日
に
世
論
調

査
の
結
果
を
報
道
し
ま
し
た
。
３
紙
と
も
自
民
党
政
権
が
復
帰

し
た
２
０
１
２
年
12

月
の
安
倍
内
閣
発
足
以
降
で
最
低
。
読
売

で
も
24

％
で
前
回
調
査
よ
り
10

㌽
も
下
が
っ
て
い
ま
す
。
朝
日

は
25

％
、
毎
日
が
21

％
と
、
い
ず
れ
も
４
㌽
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　

「
内
閣
を
支
持
し
な
い
」
で
は
、
朝
日
で
自
民
党
の
政
権
復
帰

後
最
高
の
65

％
、
読
売
は
62

％
で
前
回
調
査
よ
り
13

㌽
も
増
え

ま
し
た
。
毎
日
は
74

％
で
、
70

％
台
の
不
支
持
率
は
麻
生
内
閣

以
来
だ
そ
う
で
す
。
な
ぜ
支
持
さ
れ
な
い
の
か
、
そ
こ
に
は
岸

田
首
相
へ
の
国
民
の
不
信
が
あ
る
か
ら
で
す
。
所
得
税
の
減
税

に
つ
い
て
「
評
価
し
な
い
」
と
答
え
た
人
が
66

％
以
上
も
い
ま

す
。
国
民
は
、
一
度
き
り
の
減
税
の
後
に
は
「
大
軍
拡
・
大
増
税
」

が
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
る
の
で
す
。

　

岸
田
さ
ん
の
「
聞
く
力
」
と
は
、
ア
メ
リ
カ
と
財
界
・
大
企

業
の
た
め
の
「
聞
く
力
」
と
い
う
意
味
な
ん
で
す
ね
。

ス
ト
ッ
プ
の
会

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
へ
の

　
　
　

攻
撃
を
止
め
よ
！

　

網
走
市
議
会
第
３
回
臨
時
会

が
、
11

月
22

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算

と
市
道
の
維
持
補
修
費
の
専
決
処

分
の
報
告
で
す
。

　

補
正
総
額
は
、
４
９
７
３
万

で

補

正

後

の

予

算

額

は
、

２
８
３
億
４
０
９
９
万
と
な
り
ま

す
。

　

事
業
は
、
暖
房
用
燃
料
の
価
格

高
騰
の
た
め
、
所
得
の
少
な
い
世

帯
に
対
し
、
暖
房
用
燃
料
券
を

１
万
円
分
支
給
す
る
も
の
で
す
。

対
象
者
は
市
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
３
９
０
０
世
帯
と
な
り
ま
す
。

　

委
員
か
ら

「
１
万
円
が
妥
当
な

の
か
」
の
質
問
に
、
国
の
７
万
円

の
支
給
の
予
定
が
あ
り
、
１
万
円

と
し
た
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
最
終
処
分
場
の
か

さ
上
げ
の
検
討
を
す
る
た
め
の
調

査
費
、
次
期
最
終
処
分
場
の
配

置
計
画
を
立
て
る
た
め
の
調
査

費
、
大
空
町
東
藻
琴
の
中
間
処

理
施
設
予
定
地
の
測
量
費
に
つ
い

て
、
１
市
４
町
で
負
担
し
ま
す
。

　

専
決
処
分
に
つ
い
て
は
、
10

月
５

～
７
日
に
か
け
て
降
っ
た
大
雨
に

よ
り
昭
和
、
豊
郷
、
中
園
地
区
の

市
道
４
ヶ
所
を
補
修
す
る
も
の
で
、

１
千
３
９
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

第
３
回
臨
時
会　

補
正
予
算

福
祉
灯
油 

１
万
円

最
終
処
分
場
か
さ
上
げ
の
検
討

補正予算の事業概要

項　　　　　目 内　　　　　容 補正額

暖房用燃料高騰対策事業

1 世帯 1万円、 対象者は市民税非課税世
帯、 65 才以上の高齢者のみの世帯、 障
がい者世帯、 ひとり親世帯、 生活保護受
給世帯 （施設入居者などは除く）

４，０１８万円

廃棄物処理検討事業 かさ上げの検討にかかる調査費 ３８９万円

最終処分場配置計画策定事業 次期最終処分場配置計画の策定 ３５３万円

廃棄物処理広域化推進協議会負
担金

中間処理施設予定地の測量費 ２１３万円

合　　計　 ４，９７３万円


